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皆様、よろしくお願いいたします 地域医療連携室 看護師

近藤由香

二宮朋之

森実圭

井上武

森山昭子

地域連携室便り

近藤 由香

No.38（2023年7月）

FAX 089-987-6271

直通TEL 089-987-6270（前方連携）

089-947-1165（後方連携）

盛夏の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、この度 地域連携室便り No.38 7月 を刊行いたしました。気軽に読んでいただけるようにと

考えておりますが、皆様方からのご意見をいただければ幸いです。聞きたいこと・知りたいこと等、ぜひ

お知らせください。この機会にぜひメール登録をよろしくお願いいたします。

今回の内容

今年3月で定年退職を迎え再任用で4月から地域医療連携室勤務になりました、近藤由香と申します。

病棟勤務も経験しましたが、退職前の数年は観察室での勤務だったので緊急入院などの患者に

かかわることが多く、患者の生活に目を向ける事も少なく地域につなげるということはほとんど

なかったように思います。

愛媛県立中央病院
地域医療連携室

今年からは患者、家族の思いに寄り添いながら患者、家族が望む場で

その人らしく過ごせて行けるようにお手伝いさせていただくことに

なりました。しかし恥ずかしながら知らないことも多く、学ばなければ

ならないことばかりです。皆さまにいろいろお聞きするとは思いますが

がんばっていきますのでよろしくお願いいたします。
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2000年3月に無事博士号を取得、同年4月愛媛大学医学部附属病院の医員、光学医療診療部

助手を経て2002年6月に愛媛県立中央病院に赴任し内科医長、内視鏡室長として消化器疾患、

特に消化管疾患の診断、治療を担当しております。2017年4月に消化器病センター長に任命

され、同時に地域医療連携室副室長を拝命しました。消化器内科の責任者として当院の使命で

ある高度急性期医療に注力し救急疾患の当日紹介を積極的に受け入れて参りました。他方、地域

がん診療拠点病院としてがん医療にも積極的に携わり、地域の先生方から多くの患者様を

ご紹介いただいております。誠にありがとうございます。

さて、今年度地域医療連携室の目標に地域医療連携ネットワークシステム【媛さくらネット】

の登録医療機関数増加を掲げています。2021年11月に運用が開始された媛さくらネットですが

6月26日現在、登録医療機関数が20件、登録患者数（医療機関からインターネット経由で患者

のカルテを見ることができる）は126人です。昨年から約1年間で9医療機関、103人増加して

いますがまだまだ周知・案内が足りないと感じております。また、医療機関として登録はして

いるものの患者登録をしている医療機関は11件にとどまります。患者登録をいただきますと

紹介していただいた当日に血液検査や放射線画像レポート等がリアルタイムで確認できます。

患者様が先生の病院を受診する前に結果を知ることが可能です。カルテ記事の参照はまだ

できませんが退院時サマリは閲覧できるようになりました。

もうひとつお願いがあります。昨今世間を賑せている医師の働き方改革の問題です。当院も

昨年働き方改革本部が立ち上がりました。少しずつ超過勤務時間を減らし職場環境の改善を

目指して対応が始まっています。地域医療連携室としては逆紹介を推進し再診患者様を減らす

ことがこの改革に寄与することと考えています。地域の先生方にはご迷惑をおかけしますが

ご理解とご協力をお願い申し上げます。

これまで 多くの症例をご紹介いただき、心より御礼申し上げます。引き続き、地域の先生方と

顔の見える関係作り、切れ目のない受入体制を強化し円滑な連携を構築できるように努めて

参ります。今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

Gastroenterology
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副院長 地域医療連携室長 二宮 朋之

新副院長ご挨拶

皆様こんにちは。本年4月に副院長を拝命しました二宮朋之

です。昨年4月の連携室長挨拶ですでにご存知の方もいらっ

しゃるかもしれません。あらためて一言ご挨拶申し上げます。

平素は、当院の運営にご理解とご協力を賜り感謝いた

します。

私は西予市出身で宇和島東高校から愛媛大学に進み1990年

に卒業しました。愛媛大学医学部附属病院で1年間研修後

1991年に市立宇和島病院に赴任、5年間の研修後、1996年4月

に愛媛大学大学院に入学しました。自己免疫性胃炎の研究で
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整形外科 部長 森実 圭

上肢手の外科について（整形外科）

Orthopedic Surgery
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整形外科の紹介をします。現在常勤医8名（整形外科専門医7名、専攻医1名）と非常勤医1名

で診療を行っています。筋骨格を扱う整形外科において、より専門性を高めてレベルの高い

診療を行うべく、下肢関節外科（日本人工関節学会認定医1名）、脊椎外科（日本脊椎脊髄

病学会指導医2名）、上肢手の外科（日本手外科学会専門医1名）に専門医をおいております。

中予のみならず東予・南予の医療機関より症例のご紹介をいただき、整形外科全体でおおよそ

1,200件/年程度の手術件数で推移しております。

今回、その中でも筆者が担当している手の外科について紹介させていただきます。

筆者が2020年4月に赴任し、当院は日本手外科研修施設として認定され、現在手外科専門医

志望の専攻医とともに診療を行っております。

手は人間の組織の中で、物をつまむ、把持する、あるいは道具を使用して作業を行うといった

運動器としての一面、また物を触ってそれが何かを認識する、また熱い、冷たい、痛いといった

状態を感じとり身を守るといった感覚器としての一面、場合によっては整容面を重要視される

こともあり、様々な側面・機能を有しております。指1本ケガしたことでも日常生活で当たり

前に行っている動作がままならなくなることも少なくなく、ADLを保つためによりよい治療を

行うことが求められます。「手」とするといわゆる手首より先を頭に描きますが、それだけでは

なく、手関節・肘関節も守備範囲に相当します。

また手は整形外科で一般に扱うイメージのある骨のみならず、指を動かす腱、感覚をつかさ

どる神経、組織を栄養する血管、これらを覆い保護している皮膚などを扱う技術が要求され

ます。さらに診断、手術とあわせてその後のリハビリテーションについても他の整形外科で

扱う部位と同様に重要であり、治療の50％を占めるとも言われております。より慎重な観察が

必要とされる腱の手術、複雑な外傷・骨折後のリハビリテーションについては当院の作業療法

士に訓練を行ってもらいつつ、その進め方を協議しております。日常よく遭遇する腱鞘炎、

手根管症候群から、母指CM関節症、尺骨突き上げ症候群、手指（DIP,PIP関節）変形性関節症、

遠位橈尺関節変形性関節症・それにともなう腱

断裂といった変性疾患に対しても対応しておりま

す。また指の骨折、橈骨遠位端骨折、肘関節

周囲の骨折・脱臼・靭帯損傷、屈筋腱・伸筋腱

断裂、神経断裂といった外傷も極力早期に対応

させていただくようにしております。
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また、当院は三次救急病院であり、重度の四肢外傷の方が搬送されることも当然ながらあり

ます。手に限らず、重度の四肢開放骨折で創部を閉鎖できない皮膚欠損をともなう場合が

少なくなく、その際に骨が露出する部分は植皮ではなく、皮弁での被覆が必要です。広背筋、

前外側大腿皮弁といった遊離皮弁を行う際に

顕微鏡下での血管縫合の技術が必要です。その

ような状況は我々手外科医の技術を生かすこと

ができる場面となります。「上肢」「下肢」と

いった組織を骨、血管、軟部組織といった組織

ごとに治療するのではなく、単一の組織として

同一の科・術者で治療を完遂するということを

念頭において治療にあたっています。こちらに

関しても現在は”as soon as possible”に皮膚

を閉鎖するという概念が一般的となっており、

各部署の協力を得てそれを可能とするよう鋭意

努力しております。

雑多になりましたが、現在整形外科で行って

いる上肢・手外科・重度四肢外傷の診療に

ついて紹介させていただきました。愛媛県の

整形外科診療のレベルアップのため引き続き

研鑽を積んでいく所存です。今後ともよろしく

お願いいたします。

高度関節面粉砕した上腕骨遠位端骨折に対する
人工肘関節置換術

尺骨突き上げ症候群に対する尺骨短縮骨切り術
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「県立中央病院をまるごと ご紹介します」をテーマに第127回医療連携懇話会を6月14日

（水）19時からANAクラウンプラザホテル松山にて開催いたしました。ご多忙の中、院外参加

81名の方にご参加賜り、院内参加者62名と合わせて計143名の賑やかな懇話会となりました。

院外参加者は52名の医師と薬剤師、看護師、ソーシャルワーカーなど29名の医療関係者でした。

昨年はCOVID-19の感染状況を鑑みて、当院の講堂で音声付スライド、ビデオ上映というやや

簡素な形態で行いましたが、今回はCOVID-19の感染症法上の取扱いが5類に変更された事も

合わせて、久しぶりのフルバージョンで行われました。愛媛県の数多くの医療関係者がホテル

の会場で一堂に会している絵はこの数年見られなかったこともあり、ようやくコロナ禍も終焉

に近づいてきたという思いにほっと一息。それとともにこれからの診療に身が引き締まる

思いを味わいました。

愛媛県公営企業局管理者の挨拶に引きつづいて、県立中央病院29診療科の主任部長が前

もって作成したスライドを用いて診療科紹介を行いました。診療科も多く、1診療科2分半と

短めの持ち時間でしたが、コンパクトに練りこんで作った内容のスライドで、各診療科の診療

内容、特徴、アピールポイントがまとめられており、患者様をご紹介いただく際の参考に

なるかと考えます。一部動画もあり楽しんでいただけたのではないかと思います。

各科の診療科紹介の後、全員が隣の会場に移動して、意見交換会が開かれました。立食形式

での意見交換会でお互いの顔を合わせ、アルコールも入り、しばらく会えなかった皆様と

積もる話に時間を忘れるような楽しい会合になりました。

これまで多くの患者様をご紹介いただき、皆様のおかげでわが愛媛県立中央病院は多くの

患者様の診療にあたることができております。重ねて御礼申し上げます。これからも引き続き

当院をよろしくお願い申し上げます。

今回開催されました各診療科のスライドを、7月（前半）・8月(後半)に分けてご紹介したいと

思います。今後ご紹介の参考になればと考えております。

Radiology
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画像センター長／地域医療連携室 副室長 井上 武

第127回医療連携懇話会を終えて(前半)  

7月号掲載診療科

1 救急科 9 糖尿病・内分泌内科

2 麻酔科 10 消化器内科

3 産婦人科 11 消化器外科

4 新生児内科 12 呼吸器内科

5 小児科 13 感染症内科

6 小児外科 14 呼吸器外科

7 腎臓内科 15 血液内科

8 泌尿器科



救急科

県立中央病院 29診療科のご紹介（前半）

麻酔科



産婦人科 新生児内科



小児科 小児外科



腎臓内科 泌尿器科



糖尿病・内分泌内科 消化器内科



消化器外科①

消化器外科②

消化器外科③



呼吸器内科 感染症内科



呼吸器外科 血液内科



愛媛県立中央病院 地域医療連携室 <担当>箱岡・三好

TEL：089-947-1111（代）FAX：089-987-6271 E-mail：c-renkei@eph.pref.ehime.jp 

お問い合わせ

☞

動画配信
3つの

ポイント！

医療連携懇話会の
動画配信が半年間
ご覧いただけます！

次回8月号(No.39)は8月中旬頃刊行の
予定です。お楽しみに！

＜リンク先＞愛媛県立中央病院ホームページ

次回の医療連携懇話会のお知らせ

医療安全管理部 森山 昭子

地域連携室便り

医療安全コラム

メールのご登録で…

閲覧
無料

<現在閲覧できる項目>

・処方・注射・検体検査・病名・退院時サマリ
・画像（放射線、エコー、生理検査）

・循環器動画・放射線画像診断レポート

地域医療連携ネットワークサービス 媛さくらネット

（2021年11月1日以降の情報） （2022年3月1日以降の情報）

✨

✨🌃

✌

🎵

②

繰返し

再生！

③
３密
回避

①

お好きな

時間に

🌞

E-Mail： c-renkei@eph.pref.ehime.jp
ご意見

ご希望

＜件名＞メール登録（医療機関名）＜本文＞・医療機関住所、電話番号

今後各種ご案内やお知らせ（医療連携懇話会案内・地域連携室便りなど）はメール配信を推奨させて

いただきたいと考えております。他、県立中央病院ホームページのタイムリーな更新情報も順次配信予定

です。メールでの配信を希望される医療機関様につきましては、お手数ですが、下記メールアドレスへ

医療機関名を記載し、送信をお願いいたします。

❻地域医療連携室からのお知らせ

お申込・詳細はコチラから Click!

地域包括ケアになって、本当に連携って大切だなと思います。連携のための情報共有は言うまでも

ないですよね。その輪の中にいる患者・患者家族って色々な説明について理解できているので

しょうか。

カルテを見ると、患者さんやご家族にICや病状説明などをした際の記録に、最近「平易な言葉で

説明した」って書いているのをよく見かけます。でも、本当に平易な言葉なのかなぁって思うことが

しばしばあります。以前に比べるとカルテに説明等の内容が記載されていることが多くなって

きたと思います。とても良いことですよね。カルテは診療や看護の証拠ですから、自分のしたことを記載

していなければ、言ったこと、行ったことにはなりません。今は変化がないことやしなかったことの

理由を書きなさいとまで言われています。そんな中、平易な言葉で伝えたって誰が判断しているの

でしょうか？自分自身？それとも患者さんやご家族？「今の説明は○○ということですね。よくわか

りました」と言ってもらっているのでしょうか。何か問題が起こるとそんなことは聞いていないと

言われることが多いのでちょっと心配です。説明をした後は特に、患者さんやご家族から言葉で

フィードバックをもらっているといいなと思います。そしてそれを記録しておくとパーフェクトですね。

第129回医療連携懇話会

※ 懇話会動画視聴のみご希望の方もご登録できます。ぜひお申し込みください。

平易な言葉って…？

「終末期患者さんへの連携のタイミングを考える」

（4月1日以降の情報）

日 時

座 長

演 者

お申込・詳細はコチラから Click!

がん治療センター長 森高 智典

令和 5年 8月9日（水）19:00～20:00

＜リンク先＞愛媛県立中央病院ホームページ

①愛媛県立中央病院

②愛媛県立中央病院

③愛媛県立中央病院

④伊予診療所

⑤訪問看護ステーションごしき

❺「リスクマネジャーのつぶやき」

消化器内科

消化器内科外来

地域医療連携室

部 長

看護師

看護師

看護師

看護師

黒田 太良

新 香織

濱田 由香

大上 賀代

井上 典子

在宅担当

https://www.eph.pref.ehime.jp/epch/medical/mc-section/himesakura.html
https://www.eph.pref.ehime.jp/epch/medical/mc-section/conference.html




愛媛県立中央病院 地域医療連携室 

【お申し込み方法】 

 

①メールからのお申し込み 

 

申し込み先メールアドレスへ、以下を記載し送信してください。 

 

<件名> メール登録（医療機関名）  

 

<本文> 医療機関住所・電話番号  

 

※動画視聴のみの希望の場合は「動画のみ」と記載をお願いします。 
 

申し込み先メールアドレス ： c-renkei@eph.pref.ehime.jp 
 

 
 
 

②この用紙でのお申し込み 

 

以下にご記入をお願いいたします。 
 

<医療機関名>                             
 

<医療機関住所>                             
 

<電 話 番 号>                  

 

   ※動画視聴のみ希望の場合はチェックをお願いします。  ☐ 動画のみ希望  

 

<メールアドレス>  

登録するメールアドレスのご記入、またはチェックをお願いします。 

 

             ＠           
 
 

    ☐ 今回の医療連携懇話会に申し込んだメールアドレスを登録します。 

 

 


